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(1)　事業所名及び代表者氏名

栃木金属工業株式会社

代表取締役　別井克弘

(2)　所在地

本社 　〒328‐0033 栃木県栃木市城内町1－1－1

第一事業部 　〒328‐0033 栃木県栃木市城内町1－1－7

第二事業部 　〒323‐1102 栃木県栃木市藤岡町赤麻2454

第三事業部 　〒323‐1102 栃木県栃木市藤岡町赤麻2454

第四事業部 　〒322‐0605 栃木県栃木市西方町真名子580

第五事業部 　〒322‐0421 栃木県鹿沼市下粕尾961

(3)　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者 常務取締役　工場担当 須田利男

EA21事務局 総務部長 別井正人

連絡先 TEL　0282‐23‐1111 FAX　0282‐23‐1116

E-mail : kyq01615@nifty.com

(4)　事業内容

1.建築用金属部材・部品加工
2.建築用床パネル(木材製品)加工
3.農業機械用部品加工
4.立体駐車場部材加工

(5)　事業規模

資本金

売上高

従業員数

主要設備

ｽリッターライン ブランキングライン(110ｔ~300t)　

ロールホーミングライン シートカットライン

CO2レーザー加工機 プラズマ加工機

NCパイプベンダー ベンダー(1.2m~4m)

プレス ターレットパンチングプレス

H鋼梁加工自動ライン 床パネル自動・半自動加工ライン

(6)　取組の対象範囲

当社は全ての組織、活動を対象範囲としている。

191人

１． 組織の概要

5,100万円

6,556百万円
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　◆理念

　◆基本方針

　〇重要取組み事項

　〇　環境法規制、及び環境に関する顧客要求事項を遵守する。

　　　栃木金属工業株式会社

　　　　環境経営方針

環境経営方針2．

人々が健康で豊かな生活を続けていくために、かけがえのない地域の自然、
環境を守り、より健全な状態で次世代に引き続いていく事が私たちの願いです。

栃木金属工業は地域の自然、環境を大切にする物作りを通してお客様と共に未来
の社会創りに貢献します。

当社の建築用部材を主体として、その他部材加工の生産活動が、環境に与える
影響を的確に捉えて、技術的、経済的に可能な範囲で環境経営を継続的に推進す
る。

１ 事業活動時に伴うCO2排出量削減を積極的に推進する。

２ 事業活動における３Rの取り組みを徹底的に推進する。

３ 各事業所の作業環境の改善及び６S活動を積極的に推進する。

４ 計画的な設備の更新を推進する。（省エネ性向上）

２０２１年１２月１０日

栃木金属工業株式会社
代表取締役 別井克弘
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代表取締役 　　　　　　　常務取締役　工場担当

　別井　克弘

役割・責任
・ 経営の課題とチャンスを明確にする。

・ 環境経営管理責任者を任命する。

・ 環境経営方針を制定する。

・ 環境経営システムの評価と見直し・指示を行う。

・ 推進に必要な要員、技術、資金等を準備する。

・ 環境経営システムに必要な文書及び記録を承認する。

・ 環境経営システムの構築・運用の実行責任者として活動を推進する。

・ 環境経営目標及び活動計画を策定し、社長の承認を得る。

・ 環境経営目標及び活動計画の達成状況や実施状況の確認と評価を行い社長に

報告する。

・ 代表者による全体の評価と見直しのための情報を報告する。

・ 環境経営システムに必要な文書及び記録を確認する。

・ 環境への負荷及び取組みの自己チェックの実施リーダー

・ 環境関連法規の取りまとめ、最新化維持及び遵守状況の確認を行う。

・ 教育訓練の実施リーダー。

・ 文書、記録を管理する。

・ 外部からの苦情や要望を受け付ける窓口。

・ 活動計画の実施責任者として取組推進する。

・ 達成状況、実施状況を把握し、環境管理責任者に報告する。

・ システム、ルール(手順書）に従い実施する。

・ 環境経営目標策定の確認・検討をする。

・ 達成状況、実施状況を確認し検討する。

・ 環境経営管理責任者・EA21事務局・事業部長の相互間連絡・報告及び情報の伝達を行う。

EA21事務局

 組織図

事業部長会議

第四事業部

第五事業部

社　　長

　環境管理
責任者

事業部

従業員

第ニ事業部

第三事業部

　　　　　須田　利男

第一事業部

社　長 本社

実施体制3．

内部環境
監 査

EA21事務局

環境管理責任者 事業部長
会 議
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※購入電力

環境への負荷の状況

項　　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　二酸化炭素排出量(kg－CO2)／年 343,826 347,720 325,940 326,457 341,643 360,171
　廃棄物排出量(kg／年) 13,032 7,233 10,598 8,787 8,677 6,644
　水使用量(m3／年) 714 627 844 893 993 1,006
　化学物質(kg／年) 0 0 0 0 0 0

項　　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　二酸化炭素排出量(kg－CO2)／年 613,535 568,986 502,322 546,948 599,864 554,402
　廃棄物排出量(kg／年) 29,380 19,380 19,820 19,000 17,950 18,510
　水使用量(m3／年) 1,005 827 888 658 704 670
　化学物質(kg／年) 207 125 125 125 62 62

項　　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　二酸化炭素排出量(kg－CO2)／年 101,246 85,933 84,775 84,063 79,217 73,459
　廃棄物排出量(kg／年) 31,318 11,600 12,230 5,530 4,630 2,590
　水使用量(m3／年) 289 306 287 293 343 284
　化学物質(kg／年) 28 23 24 18 17 22

項　　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　二酸化炭素排出量(kg－CO2)／年 311,873 286,171 280,011 282,788 250,955 261,305
　廃棄物排出量(kg／年) 9,380 6,210 3,830 10,420 3,210 2,420
　水使用量(m3／年) 317 329 313 559 276 233
　化学物質(kg／年) 0 0 0 0 0 0

項　　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　二酸化炭素排出量(kg－CO2)／年 260,350 300,125 290,300 285,262 280,126 282,293
　廃棄物排出量(kg／年) 7,000 6,460 10,190 8,101 7,190 5,810
　水使用量(m3／年) 111 95 81 140 87 82
　化学物質(kg／年) 0 0 0 0 0 0

項　　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　二酸化炭素排出量(kg－CO2)／年 1,835 28,075 33,806 52,328 52,356 52,791
　廃棄物排出量(kg／年) 2,238 2,069 2,652 2,403 2,043 2,016
　水使用量(m3／年) 179 157 202 220 261 251
　化学物質(kg／年) 0 0 0 0 0 0

項　　目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　二酸化炭素排出量(kg－CO2)／年 1,632,665 1,617,010 1,517,154 1,577,846 1,604,161 1,584,421

　廃棄物排出量(kg／年) 92,348 52,952 59,320 54,241 43,700 37,990

　水使用量(m3／年) 2,615 2,341 2,615 2,763 2,664 2,526

　化学物質(kg／年) 235 148 149 143 79 84

＊化学物質はPRTR制度対象物質

＊総排水量は上水をイコールとしている

4． 環境負荷の推移

第一事業部

第二事業部

第三事業部

第四事業部

 2018年度以前、平成21年度公表　東京電力の排出係数0.418を採用

 2019年度以降、2018年度公表　出光興産(株)（旧昭和シェル）排出係数0.476を採用

第五事業部

本社

会社全体
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　5.　環境経営目標

5.-1　中期環境目標（2019年度～2021年度）

1）2019年度（2019年10月～2020年9月）～2021年度（2021年10月～2022年9月）

2）購入電力の排出係数は、2018年公表の出光興産(株)（旧昭和シェル）の調整後排出係数0.476を採用。

     従って、基準値の二酸化炭素排出量は2018年度の実績を0.476に置き換えて算出している。

3）化学物質については、PRTR法対象物質を全く使用していないか、又、使用していても年間使用量が少量で

　 あるため数値目標を設定せず、管理の推進を目標としている。

　 本社はオフィス活動であることから化学物質の目標は設定していない。

①　第一事業部　

項目 基準（2018年度） 2019年度 2020年度 2021年度

使用電力量削減
基準量　612,637kwh

売上高原単位
　425(kWh/百万円)

417（△２％） 412（△３％） 408（△４％）

軽油使用量削減
基準量　22,793ℓ
売上高原単位

　15.8(ℓ/百万円)

15.5(△２％) 15.3(△３％) 15.2(△４％)

ガソリン使用量削減
基準量　1,754ℓ
売上高原単位

　1.22（ℓ/百万円）

1.20(△２％) 1.18(△３％) 1.17(△４％)

灯油使用量削減
基準量　2,712ℓ
売上高原単位

　1.88（ℓ/百万円)

1.84（△２％） 1.82（△３％） 1.80（△４％）

262（△２％） 259（△３％） 256（△４％）

廃棄物排出抑制
基準年　2018年度
排出量　4,468kg

廃棄物排出量
基準量　4,468kg
売上高原単位

3.10(kg/百万円)

3.04(△２％) 3.01(△３％) 2.98(△４％)

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進 管理の推進

水使用量の削減
基準量　2018年度　844㎥

売上高原単位　0.586(㎥/百万円)
0.574(△２％)

＊１
水使用量の削減

基準量　2019年　893㎥
売上高原単位　0.761(㎥/百万円)

0.738(△３％) 0.731(△４％)

改善提案　1件/年 1件/年 1件/年 1件/年

設備投資計画の立案

老朽化したシャーリン
グの入れ替え

LED照明への切り替え
（レーザー工場）

LED照明への切り替え
(第二工場)

LED照明への切り替え
（全箇所）

６S活動の推進 ６S活動の推進
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）

＊１　水使用量について、新型コロナウイルス対策による手洗い励行活動により水使用量増加、今後も増加傾向が続くと思われる為、

第一事業部

製品・サービスに関する
目標

二酸化炭素排出抑制
基準年　2018年度

排出量  384,556kg-CO2
売上高原単位

267kg-CO2/百万円

水使用量削減
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2019年度の実績をもとに2020年度～2021年度の目標を見直した。
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②　第二事業部　

項目 基準（2018年度） 2019年度 2020年度 2021年度

使用電力量削減
基準量　1,106,483kwh

売上高原単位
　385(kWh/百万円)

377（△２％） 373（△３％） 369（△４％）

軽油使用量削減
基準量　14,554ℓ
売上高原単位

　5.07(ℓ/百万円)

4.97(△２％)

　※1 軽油使用量削減
　2020年度基準量
　21,802ℓ
　売上高原単位
　7.60(ℓ/百万円)

7.37(△３％)
売上高原単位

(ℓ/百万円)

7.30(△４％)
売上高原単位

(ℓ/百万円)

ガソリン使用量削減
基準量　946ℓ
売上高原単位

　0.330（ℓ/百万円）

0.323(△２％) 0.320(△３％) 0.317(△４％)

灯油使用量削減
基準量　20ℓ
売上高原単位

　0.00697（ℓ/百万円)

0.00683（△２％） 0.00676（△３％） 0.00669（△４％）

200　（△２％） 198（△３％） 196（△４％）

廃棄物排出抑制
基準年　2018年度
排出量　7,020kg

廃棄物排出量
基準量　7,020kg
売上高原単位

2.45(kg/百万円)

2.40(△２％) 2.38(△３％) 2.35(△４％)

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進 管理の推進

水使用量削減
基準年　2018年度
水使用量　888㎥

水使用量の削減
基準量　888㎥
売上高原単位

　0.309(㎥/百万円)

0.303(△２％) 0.300(△３％) 0.297(△４％)

改善提案　1件/年 1件/年 1件/年 1件/年

設備投資計画の立案
クレ－ン撤去

ブレンダ－新設

クレ－ン設置
ブレンダ－新設
溶接ライン更新

1号溶接ﾗｲﾝLED(26基)
支持柱ﾗｲﾝLED(15基)
1号孔明・小中梁ﾗｲﾝLED(36基)

６S活動の推進 ６S活動の推進
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）

※1　軽油使用量について社内間での車両の入れ替えや新規納入先の増加、他社運送を自社運送にする等して、使用量が増加した。

今後も増加傾向が見込まれる為、2020年度上半期の実績を基に2020年度～2021年度の目標を見直した。

※2　上記に伴い二酸化炭素排出量についても見直した。

第二事業部

二酸化炭素排出抑制
基準年　2018年度

排出量  585,198kg-CO2
売上高原単位

204kg-CO2/百万円

製品・サービスに関する
目標
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③　第三事業部　

項目 基準（2018年度） 2019年度 2020年度 2021年度

使用電力量削減
基準量　149,612kwh

売上高原単位
　184(kWh/百万円)

180（△２％） 178（△３％） 177（△４％）

軽油使用量削減
基準量　5,339ℓ

売上高原単位　6.56(ℓ/百万円)

6.43(△２％)
売上高原単位
（ℓ/百万円）

＊1　軽油使用量削減
基準量　2019年度　6,290ℓ

売上高原単位　8.77(ℓ/百万円)
8.50(△３％) 8.42(△４％)

ガソリン使用量削減
基準量　358ℓ
売上高原単位

　0.440（ℓ/百万円）

0.431(△２％) 0.427(△３％) 0.422(△４％)

灯油使用量削減
基準量　300ℓ
売上高原単位

　0.369（ℓ/百万円)

0.362（△２％） 0.358（△３％） 0.354（△４％）

113（△２％） 112（△３％） 110（△４％）

廃棄物排出抑制
基準年　2018年度
排出量　9,500kg

廃棄物排出量
基準量：9,500ｋｇ

売上高原単位
　11.7(kg/百万円)

11.5(△２％) 11.3(△３％) 11.2(△４％)

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進 管理の推進

水使用量の削減
基準量　287㎥
売上高原単位

　0.353(㎥/百万円)

0.346(△２％) 0.342(△３％)

※2 水使用量の削減
基準年2020年度 343㎥

売上高原単位
　0.463(㎥/百万円)

0.444(△4％)

改善提案 1件　/　年 1件　/　年 1件　/　年

設備投資計画の立案
事務所・食堂等のLED

照明への変換
東工場LED照明への更

新
西工場LED照明への更

新

６S活動の推進 ６S活動の推進
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）

＊1　軽油使用量については、基準値とするデータがフォーク車種の切り替えにより、2018年時点では適切ではないため、

2020年度及び2021年度の目標を2019年度を基準としたものに見直した。

＊2　水使用量については、基準値とするデータが水道やトイレの設備増により、2018年度時点では適切ではないため、

第三事業部

二酸化炭素排出抑制
基準年　2018年度

排出量  93,452kg-CO2
売上高　　814百万円
売上高原単位　115kg-

CO2/百万円

製品・サービスに関する
目標

水使用量削減
基準年　2018年度
水使用量　287㎥
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2021年度の目標を2020年度基準としたものに見直した。
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④　第四事業部　

項目 基準（2018年度） 2019年度 2020年度 2021年度

使用電力量削減
基準量　594,096kwh

売上高原単位
　992(kWh/百万円)

972（△２％） 962（△３％） 952（△４％）

軽油使用量削減
基準量　10,942ℓ
売上高原単位

　18.3(ℓ/百万円)

17.9(△２％) 17.8(△３％) 17.6(△４％)

ガソリン使用量削減
基準量　813ℓ
売上高原単位

　1.36（ℓ/百万円）

1.33(△２％) 1.32(△３％) 1.31(△４％)

灯油使用量削減
基準量　623ℓ

売上高原単位　1.04
（ℓ/百万円)

1.02（△２％）

＊1
灯油使用量削減

基準量　2019年度　1，077ℓ
売上高原単位　2.04（ℓ/百万円)

1.98（△３％）
売上高原単位
（ℓ/百万円)

1.96（△４％）
売上高原単位
（ℓ/百万円)

515（△２％） 509（△３％） 504（△４％）

廃棄物排出抑制
基準年　2018年度
排出量　1,820kg

一般廃棄物排出量
基準量：1,820ｋｇ

売上高原単位
　3.04(kg/百万円)

2.98(△２％) 2.95(△３％) 2.92(△４％)

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進 管理の推進

水使用量削減
基準年　2018年度
水使用量　313㎥

水使用量の削減
基準量　313㎥
売上高原単位

　0.523(㎥/売上高)

0.513(△２％) 0.507(△３％) 0.502(△４％)

改善提案 1件/年 1件/年 1件/年

設備投資計画の立案
工場内照明のLED化

(1棟目・2棟目・3棟目)
工場内照明のLED化
（4棟目・5棟目）

工場内照明のLED化
（6棟目・7棟目）

６S活動の推進 ６S活動の推進
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）

2021年度の目標を2019年度を基準としたものに見直した。

第四事業部

二酸化炭素排出抑制
基準年　2018年度

排出量  314,469kg-CO2
売上高原単位

　525kg-CO2/百万円

製品・サービスに関する
目標

＊1　灯油使用量については、一時的な事情により、暖房への使用を半分程度に控えたことから、2020年度及び
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⑤　第五事業部　

項目 基準（2018年度） 2019年度 2020年度 2021年度

使用電力量削減
基準量　513,754kwh

売上高原単位
　943(kWh/百万円)

924（△２％） 915（△３％） 905（△４％）

軽油使用量削減
基準量　27,838ℓ
売上高原単位

　51.1(ℓ/百万円)

50.1(△２％) 49.6(△３％) 49.1(△４％)

＊1
ガソリン使用量削減

基準量　2,366ℓ
売上高原単位

　3.94（ℓ/百万円）
※2019年上期基準

3.86(△２％) 3.82(△３％) 3.78(△４％)

灯油使用量削減
基準量　658ℓ
売上高原単位

　1.21（ℓ/百万円)

1.19（△２％） 1.17（△３％） 1.16（△４％）

582（△２％） 576（△３％） 570（△４％）

一般廃棄物排出量
基準量　2,100ｋｇ

売上高原単位
　3.85(kg/百万円)

3.77(△２％)

＊3
一般廃棄物排出量
2020年上期基準量

　3,920ｋｇ
売上高原単位

　8.31(kg/百万円)

8.06(△３％) 7.98(△４％)

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進 管理の推進

水使用量削減
基準年　2018年度基準
水使用量削減　81㎥

水使用量の削減
基準量　81㎥
売上高原単位

　0.149(㎥/売上高)

0.146(△２％) 0.145(△３％) 0.143(△４％)

改善提案 1件　/　年 1件　/　年 1件　/　年

設備投資計画の立案

LED照明の導入
(プレス工場)

ベンダー（更新）・
フライス（更新）

LED照明の導入
（第二製造課）

LED照明の導入
（溶接建屋定盤・レー

ザー10基）

６S活動の推進 ６S活動の推進
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

(月1回）

＊１　ｶﾞｿﾘﾝ使用量について、基準量に申告漏れがあり、適切でないと判断した為、2019年度の上期実績をもとに

2019年度～2021年度の目標を見直した。

＊２　上記に伴って、二酸化炭素排出量の基準、目標を見直した。

＊3　　廃棄物排出量について、2020年以降、梱包ごみが増加傾向にあり、基準量との差が激しく、従来基準では適切でないと

第五事業部

二酸化炭素排出抑制
基準年　2018年度

排出量  323,529kg-CO2
売上高原単位

売上高原単位　594kg-CO2/百
万円
＊２

製品・サービスに関する目標

廃棄物排出抑制
基準年　2018年度基準

排出量　2,100kg
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　　　判断し、2020年度上期実績をもとに目標を見直した。
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⑥　本社　

項目 基準（2018年度） 2019年度 2020年度 2021年度

使用電力量削減
基準量：31,971kWh

△２％
31,332

△３％
31,012

△４％
30,692

＊1
ガソリン使用量削減

基準量：16,748ℓ

△２％
16,413

△３％
16,246

△４％
16,078

灯油使用量削減
基準量：331ℓ

△２％
324

△３％
321

△４％
318

53,855（△２％） 53,305（△３％） 52,756（△４％）

廃棄物排出抑制
基準年　2018年度

基準量：2,652ｋｇ
△２％
2,599

△３％
2,572

△４％
2,546

水使用量削減
基準年　2018年度

基準量：202㎥ △２％
198

△３％
196

△４％
194

＊1　ガソリン使用量については、車両台数が増え、基準使用量が増加し、基準値とするには適当でないと判断し,

2019年度の上期実績をもとに2019年度～2021年度の目標を見直した。

＊2　上記に伴って、二酸化炭素排出量の基準、目標を見直した。

本社

二酸化炭素排出抑制
基準年　2018年度

排出量　54,954kg-CO2
＊2
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1）2018～2021年度の中期目標の記載はページ数が多くなってしまうことから、2021年度のみをまとめて記した。

2）化学物質については、PRTR法対象物質を全く使用していないか、又、使用していても少量であることから数値目標は

　  設定せず、管理の推進を目標としている。本社はオフィス活動であることから化学物質の目標は設定していない。

3）購入電力の排出係数は2018年公表の出光興産(株)（旧昭和シェル）の排出係数0.476を使用している。

4）目標の中に記載の（　）内は総量の数字である。

5）本社は全て総量値の目標である。

12回/年

工場内照明のLED化
（6棟目・7棟目）

12回/年

第四事業部

売上高原単位

952

(576,273kwh)

売上高原単位

1.31

売上高原単位

1.98

0.444

(301,890kg)

売上高原単位

2.92

(1,747kg)

管理の推進

11.2

（9,120kg)

(89,714kg)

売上高原単位

(276㎥)

売上高原単位

0.502

(300㎥)

改善提案　1件/年

177

(143,628kwh)

(780ℓ)

売上高原単位

17.6

504

(10,504)

売上高原単位

(1,034ℓ)

売上高原単位

110

0.317

適正濃度
管理実施

第五事業部

売上高原単位

905

(493,204kwh)

売上高原単位

売上高原単位

売上高原単位

(26,724ℓ)

売上高原単位

改善提案　1件/年 改善提案　1件/年 改善提案　1件/年

0.422

(344ℓ)

売上高原単位

(288ℓ）

売上高原単位

項　目

水使用量削減
(㎥/百万円)

売上高原単位

369

(1,062,224kwh)

売上高原単位

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進

第三事業部

3.78

(2,271ℓ)

売上高原単位

1.16

(632ℓ)

売上高原単位

8.42

(6,038ℓ)

49.1

売上高原単位

570

(310,588kg)

売上高原単位

7.98

(3,763kg)

管理の推進

12回/年

LED照明導入
(溶接建屋定

盤・ﾚｰｻﾞｰ10
基)

売上高原単位

0.143

（77.8㎥）

改善提案　1件/年

16,078ℓ

本社

30,692kWh

318ℓ

52,756kg

194㎥

2,548kg

6S活動の推進 パトロールの実施 12回/年 12回/年

製品・サービスに
関する目標

改善提案　1件/年

設備投資計画の立案
LED照明への切り替

え
（全箇所）

1号溶接ﾗｲﾝLED(26
基)

支持柱ﾗｲﾝLED(15基)
1号孔明、小中梁ﾗｲﾝ

LED(36基)

西工場のLED照明へ
の更新

(852㎥)

売上高原単位

売上高原単位

売上高原単位

売上高原単位

0.354

廃棄物排出抑制
廃棄物排出量削減

(kg/百万円)

売上高原単位

2.98 2.35

(4,289kg) (6,739kg)

水使用量削減

売上高原単位 売上高原単位

0.731 0.297

(857㎥)

灯油使用量削減
(ℓ/百万円)

売上高原単位

1.80 0.00669

売上高原単位

256 196

(369,174kg)

(908ℓ)

(561,791kg)

7.30

(21,881) (20,930ℓ)

(2,604ℓ) (19.2ℓ)

1.17

408

(588,132kwh)

軽油使用量削減
(ℓ/百万円)

売上高原単位

15.2

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減
(ℓ/百万円)

売上高原単位

(1,684ℓ)

5.-2　2021年度目標

第一事業部 第二事業部

（　）内は総量値

2021年度目標（2021年10月～2022年9月）

二酸化炭素排出抑制
(kg-CO2/百万円)

使用電力量削減
(kWh/百万円)

売上高原単位



－12－

1）2022年度～2024年度の中期目標の記載はページ数が多くなってしまうことから、2022年度のみをまとめて記した。

2）化学物質については、PRTR法対象物質を全く使用していないか、又、使用していても少量であることから数値目標は

　  設定せず、管理の推進を目標としている。本社はオフィス活動であることから化学物質の目標は設定していない。

3）購入電力の排出係数は2021年1月公表の出光興産(株)（旧昭和シェル）の排出係数0.570を使用している。

4）目標の中に記載の（　）内は総量の数字である。

5）本社は全て総量値の目標である。

5.-3　次年度（2022年度）の目標

12回/年 12回/年 12回/年6S活動の推進 パトロールの実施 12回/年 12回/年

設備投資計画の立案

LED照明への切り替
え

（ﾎｰﾐﾝｸﾞ部署南・2
工場東、製品へのｲﾝ
ｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀ購入）

・協動ロボットによ
る
ライン導入
・既存金型から新金
型へ変更

・材料取り出し
昇降装置の設置
・パネルソー更新

・工場内照明のLED化
（5棟目）
・ﾚｰｻﾞｰ加工機のﾌﾙﾒﾝ
ﾃﾅﾝｽ(消費電力削減）

・LED照明導入(定盤)
・金型修理用研磨機

（80.3㎥）

製品・サービスに
関する目標

改善提案　1件/年 改善提案　1件/年 改善提案　1件/年 改善提案　1件/年 改善提案　1件/年 改善提案　1件/年

売上高原単位

0.729 0.218 0.324 0.369 0.148 246㎥水使用量削減
水使用量削減
(㎥/百万円)

売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位

(986㎥) (657㎥) (278㎥) (228㎥)

(5,694kg)

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進
適正濃度
管理実施

管理の推進 管理の推進

売上高原単位

4.81 6.02 2.96 3.84 10.5 1,976kg廃棄物排出抑制
廃棄物排出量削減

(kg/百万円)

売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位

(6,530kg) (18,140kg) （2.538kg) (2,372kg)

92 463 563 53,829kg

(392,751kg) (610,726kg) (92kg) (286,098kg) (30,709kg)

売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位

290 203

- 0.218 0.38 0.652 265

(4,240ℓ) - (187ℓ） (235ℓ) (356ℓ)

(2,064ℓ)

灯油使用量削減
(ℓ/百万円)

売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位

3.14

1.17 0.188 0.297 1.20 3.78 16,413ℓ
ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減

(ℓ/百万円)

売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位

(1,574ℓ) (567ℓ) (255ℓ) (738ℓ)

7.85 7.85 19.1 31.7

(16,554) (15,738ℓ) (6,744ℓ) (11,810ℓ) (17,290ℓ)

(475,502kwh)

軽油使用量削減
(ℓ/百万円)

売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位

12.3

売上高原単位

460 350 131 760 871 32,725kWh

二酸化炭素排出抑制
(kg-CO2/百万円)

使用電力量削減
(kWh/百万円)

売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位 売上高原単位

(621,767kwh) (1,053,317kwh) (112,395kwh) (469,069kwh)

（　）内は総量値

項　目
2022年度目標（2022年10月～2023年9月）

第一事業部 第二事業部 第三事業部 第四事業部 第五事業部 本社
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〔2021年度（2021年10月～2022年9月）〕

二酸化炭素排出抑制

二酸化炭素排出抑制

昼休み消灯及び部分消灯の実施

二酸化炭素排出抑制

ｽﾄｰﾌﾞ使用時間の短縮

(消火の徹底)

調達状況による引取等の削減

異常処理対応の削減

節電運動
昼休み消灯
未使用設備電源OFF

節電運動
昼休み消灯
エアコンの温度設定

6.-1 環境経営計画

第一事業部 第二事業部
方針 施策 取組内容 施策 取組内容

廃棄物排出抑制 ごみ排出の抑制 ゴミの分別徹底 ゴミ発生の抑制

節油運動
エコドライブの推進
保守管理の実施
出荷クレームの低減
ストーブの使用時間短縮

節油運動

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進 SDSにより管理

総排水量削減 節水活動 ポスター、呼掛け等 節水活動

6S活動の推進
6Sパトロールの実施
　12回/年

6Sの意識付け、指導 ６S活動の推進

製品・サービスに関する目標

改善提案
生産、EA21に関する
改善活動

設備投資計画の立案
LED照明への切り替え(全工
場)

設備投資計画の立案

節電活動
設備、機器類のon-offの実践および生産用動力
の起動時間のシフトを手順書を基に実施

第三事業部 第四事業部
方針 施策 取組内容 施策 取組内容

節油活動

運搬経路(運搬距離)
の削減

エコドライブの推進と運搬計画表による
運搬回数、走行距離の削減を実施

節約活動

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進と最短距離の運転ルー
ト選定および保守管理(ﾀｲﾔや空気圧、ｵ
ｲﾙ)の徹底
ﾎﾟｽﾀｰを掲示し灯油節約の)喚起と持ち
場を離れる場合のｽﾄｰﾌﾞ消火の徹底

アイドリングストップ
急加速、急発進をやめる
暖房器具の管理
ストーブ使用の管理

廃棄物分別のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ
と徹底(ﾘｻｲｸﾙ品との分別徹底)

化学物質使用量の抑制 無駄の削減 適正濃度管理 管理の推進
SDSにより確認し、保管管理
を実施

廃棄物排出抑制 資源の活用 有価物への転換 ゴミ発生の抑制

総排水量削減 節水活動 啓蒙活動 節水活動
ﾎﾟｽﾀｰ等により手洗い場の垂れ
流し防止と節水の喚起を徹底

啓蒙活動 啓蒙活動
改善提案
1件/年

改善提案
1件/年

製品・サービスに関する目標

改善提案
　1件/年

第五事業部 本社
方針

工場内照明のLED化

6S活動の推進 整理整頓 ６Sﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施 ６Sﾊﾟﾄﾛｰﾙの定例実施
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施(月1
回）

設備計画の立案
照明器具更新
LED照明への変換

工場内照明のLED化

製品・サービスに関する目標

施策 取組内容 施策 取組内容

節電活動 節電活動
不在箇所消灯
ｴｱｺﾝ使用時間の短縮
OA機器等の電源管理設備機械のON-OFFの徹底

エコドライブの推進
（軽油）

納品回数削減及び引き取り等の削減

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減
エコドライブの推進
エコドライブの啓蒙活動

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ使用削減

節約活動
  (灯油)

灯油使用量削減
ｽﾄｰﾌﾞの使用時間短縮
火力調整により燃料節約

エコドライブの推進
(ガソリン)

廃棄物排出抑制 廃棄物処分量削減
ゴミの分別徹底

廃棄物処分量削減 廃棄物削減についての啓蒙活動
再利用の徹底

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進

総排水量削減 節水活動
垂れ流し防止
節水意義の徹底

節水活動 ポスター等による啓蒙活動

改善活動の積極的参加

設備投資計画の立案
LED照明の導入(溶接建屋定
盤・ﾚｰｻﾞｰ10基)

6S活動の推進
工場内
整理・整頓

終業後の清掃
置場所の表示と収納の徹底

アイドリングストップ
急加速、急発進をやめる
ストーブの消火

ゴミの分別徹底

節水への啓蒙活動

改善提案

パトロールの実施

設備稼働管理
電灯の管理

改善への啓蒙活動

1号溶接ﾗｲﾝLED　支持柱ﾗｲﾝLED
1号孔明、小中梁ﾗｲﾝLED

節電活動
昼休み・不在箇所消灯・LED検討と実施
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二酸化炭素排出抑制

二酸化炭素排出抑制

昼休み消灯及び部分消灯の実施

二酸化炭素排出抑制

ｽﾄｰﾌﾞ使用時間の短縮

(消火の徹底)

調達状況による引取等の削減

異常処理対応の削減

製品・サービスに関する目標

改善提案
　1件/年

改善活動の積極的参加

6S活動の推進
工場内
整理・整頓

終業後の清掃
置場所の表示と収納の徹底

設備投資計画の立案
LED照明の導入(定盤)※製造3課
金型修理用研磨機

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進

総排水量削減 節水活動
垂れ流し防止
節水意義の徹底

節水活動 ポスター等による啓蒙活動

廃棄物排出抑制 廃棄物処分量削減
ゴミの分別徹底

廃棄物処分量削減 廃棄物削減についての啓蒙活動
再利用の徹底

エコドライブの推進
（軽油）

納品回数削減及び引き取り等の削減

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減
エコドライブの推進
エコドライブの啓蒙活動

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ使用削減

節約活動
  (灯油)

灯油使用量削減
ｽﾄｰﾌﾞの使用時間短縮
火力調整により燃料節約

エコドライブの推進
(ガソリン)

方針 施策 取組内容 施策 取組内容

節電活動 節電活動
不在箇所消灯
ｴｱｺﾝ使用時間の短縮
OA機器等の電源管理設備機械のON-OFFの徹底

6S活動の推進 整理整頓 ６Sﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施 ６Sﾊﾟﾄﾛｰﾙの定例実施
６Ｓﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施(月1
回）

第五事業部 本社

製品・サービスに関する目標

改善提案
1件/年

啓蒙活動
改善提案
1件/年

啓蒙活動

設備計画の立案
材料取り出し昇降装置設置
パネルソー更新

工場内照明のLED化
工場内照明のLED化(5棟目)
ﾚｰｻﾞｰ加工機のﾌﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ(消費電
力削減）

化学物質使用量の抑制 無駄の削減 適正濃度管理 管理の推進
SDSにより確認し、保管管理
を実施

総排水量削減 節水活動 啓蒙活動 節水活動
ﾎﾟｽﾀｰ等により手洗い場の垂れ
流し防止と節水の喚起を徹底

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進と最短距離の運転ルー
ト選定および保守管理(ﾀｲﾔや空気圧、ｵ
ｲﾙ)の徹底
ﾎﾟｽﾀｰを掲示し灯油節約の)喚起と持ち
場を離れる場合のｽﾄｰﾌﾞ消火の徹底

廃棄物排出抑制 資源の活用 有価物への転換 ゴミ発生の抑制
廃棄物分別のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ
と徹底(ﾘｻｲｸﾙ品との分別徹底)

節電活動
設備稼働管理
電灯の管理 節電活動

昼休み・不在箇所消灯・LED検討と実施

設備、機器類のon-offの実践および生産用動力
の起動時間のシフトを手順書を基に実施

節油活動
エコドライブ実施
ストーブ使用の管理

運搬経路(運搬距離)
の削減

エコドライブの推進と運搬計画表による
運搬回数、走行距離の削減を実施

節約活動

第三事業部 第四事業部
方針 施策 取組内容 施策 取組内容

設備投資計画の立案
LED照明への切り替え(ﾎｰﾐﾝｸﾞ部署南・2工場
東)
現場製品ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀ購入

設備投資計画の立案
協同ロボットによる新ラインの導入
既存金型から新金型へ変更

6S活動の推進
6Sパトロールの実施
　12回/年

6Sの意識付け、指導 ６S活動の推進 パトロールの実施

総排水量削減 節水活動 ポスター、呼掛け等 節水活動 節水への啓蒙活動

製品・サービスに関する目標

改善提案
生産、EA21に関する
改善活動

改善提案 改善への啓蒙活動

廃棄物排出抑制 ごみ排出の抑制 ゴミの分別徹底 ゴミ発生の抑制
ゴミの分別徹底
ゴミを持ち込まない

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理の推進 SDSにより管理

節電運動
昼休み消灯
未使用設備電源OFF

節電運動
昼休み消灯
エアコンの温度設定
設備等の電源管理の徹底

節油運動
エコドライブの推進
保守管理の実施
出荷クレームの低減
ストーブの使用時間短縮

節油運動
アイドリングストップ
急加速、急発進をやめる

6.-2

第一事業部 第二事業部
方針 施策 取組内容 施策 取組内容

〔2022年度（2022年10月～2023年9月）〕

次年度の環境経営計画
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〔2021年度（2021年10月～2022年9月）〕

①　第一事業部

未達成

(0ℓ)

266
(360,171kg)

未達成

達成

達成

達成

達成

達成

達成

達成

達成

達成

12回／年

1件/年

達成

達成

357

(670㎥)

6S活動の推進

改善提案

6Sパトロールの実施

製品・サービスに関する目標

12回/年

1号溶接ﾗｲﾝLED(26基)
支持柱ﾗｲﾝLED(15基)

1号孔明、小中梁ﾗｲﾝLED(36基)
設備投資計画の立案

1件/年

0.0000

(5,500kg)

0.222

管理実施

184

管理の推進

(6,739kg)

(554,402kg)

廃棄物排出量削減(kg/百万円)

管理の推進

1.83

(16,059ℓ)

196
(561,791kg)

(20,930ℓ)

達成

達成水使用量削減

化学物質使用量の抑制

水使用量削減(㎥/百万円)

廃棄物排出抑制

0.297
(852㎥)

売上高原単位

売上高原単位

2.35

6S活動の推進

(579ℓ)

パトロールの実施

項　目

使用電力量削減(kWh/百万円)

実績

二酸化炭素排出抑制
(kg-CO2/百万円)

第二事業部

売上高原単位

②　第二事業部

(908ℓ)

灯油使用量削減(ℓ/百万円)

売上高原単位

(19.2ℓ)

軽油使用量削減(ℓ/百万円)

売上高原単位

売上高原単位

第一事業部
実績

評価目標方　針

12回／年

（　）内は総量値

設備投資計画の立案

環境経営目標の実績

売上高原単位

(1,560kg)(4,289kg)

未達成

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減(ℓ/百万円)

3.48

評価

廃棄物排出抑制

7．

方　針 項　目 目標

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減(ℓ/百万円)
売上高原単位

0.317 0.192

未達成

未達成

管理の推進 管理の推進化学物質使用量の抑制

0.731水使用量削減 水使用量削減(㎥/百万円)

達成

灯油使用量削減(ℓ/百万円)

廃棄物排出量削減(kg/百万円)

使用電力量削減(kWh/百万円)

軽油使用量削減(ℓ/百万円)

408

製品・サービスに関する目標

改善提案

二酸化炭素排出抑制
(kg-CO2/百万円)

469
(634,456kWh)(588,132kWh)

(1,606ℓ)

売上高原単位

管理実施

売上高原単位

売上高原単位

2.98

達成

未達成

未達成

15.2

1.17

1.8

(21,881) (16,892ℓ)

(1,684ℓ)

売上高原単位

売上高原単位
256

(369,174kg)

12.5

(857㎥)

(1,074,813kwh)

1.19

3.20

1号溶接ﾗｲﾝLED(26基)
支持柱ﾗｲﾝLED(15基)

1号孔明、小中梁ﾗｲﾝLED(36基)

12回/年

0.744

(4,327ℓ)(2,604ℓ)

0.00669

369

売上高原単位

(1,006㎥)

LED照明への切り替え
（全箇所）

5.34

LED照明への切り替え
（全箇所）

1件/年 2件/年

(1,062,224kwh)

7.30
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③　第三事業部

④　第四事業部

423
(261,305kg)

達成

達成

二酸化炭素排出抑制
(kg-CO2/百万円)

(240ℓ)

(10,504) (12,062ℓ)

売上高原単位
504

(301,890kg)

二酸化炭素排出抑制
(kg-CO2/百万円)

売上高原単位
110

(89,714kg)

売上高原単位

17.6

使用電力量削減(kWh/百万円) 達成

軽油使用量削減(ℓ/百万円)

952 775
(576,273kwh) (478,642kwh)
売上高原単位

売上高原単位

未達成19.5

水使用量削減
売上高原単位

廃棄物排出量削減(kg/百万円) 2.92 2.70

水使用量削減(㎥/百万円) 0.502 0.377
(300㎥) (233㎥)

(1,747kg) (1,580kg)

1件/年

達成

6S活動の推進 6Sパトロール 達成12回／年 12回／年

軽油使用量削減(ℓ/百万円)

方　針 項　目 目標 実績 評価

(6,882ℓ)

使用電力量削減(kWh/百万円)
売上高原単位

達成177 134
(143,628kwh) (114,689kwh)

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減(ℓ/百万円)
売上高原単位

達成0.422 0.303

売上高原単位
達成8.42 8.01

(6,038ℓ)

灯油使用量削減(ℓ/百万円)
売上高原単位

86
(73,459kg)

達成0.354 0.222
(288ℓ） （191ℓ）

廃棄物排出量削減(kg/百万円) 11.2 3.02
（9,120kg) (2,590kg)

化学物質使用量の抑制 適正濃度管理実施 適正濃度管理実施 適正濃度管理実施 達成

廃棄物排出抑制
売上高原単位

達成

水使用量削減
売上高原単位

達成上水道使用量削減(㎥/百万円) 0.444 0.331
(329㎥)

製品・サービスに関する目標

改善提案 達成1件/年 10件/年

6S活動の推進
整理・整頓パトロール等の実
施

12回／年 12回／年 達成

（　）内は総量値

設備投資計画の立案 達成

達成

(284㎥）

第四事業部
方　針 項　目 目標 実績 評価

灯油使用量削減(ℓ/百万円)
売上高原単位

達成0.39

1.31

1.96
(1,034ℓ)

廃棄物排出抑制
売上高原単位

未達成

化学物質使用量の抑制 管理の推進 管理の推進 管理実施

未達成

製品・サービスに関する目標

改善提案 達成

設備投資計画の立案 未達成

1件/年

工場内照明のLED化
（6棟目・7棟目）

(260ℓ)(344ℓ)

(780ℓ) (753ℓ)

（　）内は総量値

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減(ℓ/百万円) 未達成1.22

西工場のLED照明への更新 達成
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⑤　第五事業部

(82㎥)

⑥　本社

達成

達成

二酸化炭素排出抑制
(kg-CO2)

未達成

化学物質使用量の抑制

二酸化炭素排出抑制
(kg-CO2/百万円)

売上高原単位

方　針 項　目

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減(ℓ/百万円)

灯油使用量削減(ℓ/百万円)

軽油使用量削減(ℓ/百万円)

使用電力量削減(kWh/百万円)

517
(310,588kg) (282,293kg)

570

廃棄物排出量削減(kg/百万円) 7.98
売上高原単位

水使用量削減(㎥/百万円)

製品・サービスに関する目標

設備投資計画の立案

改善提案

管理の推進

水使用量削減

廃棄物排出抑制

(17,643ℓ)

1件/年 2件/年

7.41

売上高原単位
(2,109ℓ)

3.86

実績

888

(26,724ℓ)

目標

(4,050kg)

(2,271ℓ)

売上高原単位
49.1

905

(3,763kg)

第五事業部

(363ℓ)

32.3

(632ℓ)

(485,206kwh)

1.16

売上高原単位
未達成

達成

売上高原単位
3.78

(493,204kwh)

水使用利用削減

方　針 項　目
本社

達成

達成

15,599

2,016

達成

52,791

達成

未達成

未達成

評価目標

30,692

管理の推進 管理実施

52,756

廃棄物排出抑制 廃棄物排出量削減(kg)

6S活動の推進 ６S活動の推進

使用電力量削減(kWh)

16,078

実績

LED照明導入
(溶接建屋定盤・ﾚｰｻﾞｰ10基)

水使用量削減(㎥)

灯油消費量削減(ℓ)

194 251 未達成

318 270

2,546

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減(ℓ)

売上高原単位
0.143 0.15

LED照明導入
(溶接建屋定盤・ﾚｰｻﾞｰ10基)

評価

6S活動の推進 6S活動の推進

0.66

未達成

（78㎥）

未達成

達成

未達成

達成

33,393
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①　第一事業部

第一事業部

実施状況

二酸化炭素排出抑制

一昨年１２月に納品用トラックを減らした結果、目標達成月も増え、
累計で目標達成となった。合積みや出荷計画を立てる等して無駄のな
い配送を心がけるようにしている。引き続きエコドライブを推進して
いく。

方針

コロナ感染の影響により、生産計画に影響が出てしまい、残業時間が
増え、灯油使用量が増加してしまった。

軽油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　15.8
目標値△4％

15.2

エコドライブのための運転技術向上を図ってい
る。

評価

使用電力量削減
[売上高原単位]
基準値　425
目標値△4％

408

客先の主力商品が大型設備を必要とするものに変わり、それに伴い電
気使用量が増加している。そのため、作業の効率化や取り組みの実施
などにより、節電活動を継続していく必要がある。

当期目標

化学物質使用量の抑制

エコドライブのための運転技術向上を図った。
出荷クレームの低減の取組みに努めている。

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減
[売上高原単位]
基準値　1.22
目標値△4％

1.17

昼休み消灯の徹底。
各部署及び事務所にて担当を決め確実に実施し
ている。
未使用設備電源OFF。
空調機器の温度管理を実施している。

灯油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　1.88
目標値△4％

1.80

エコドライブは引き続き実施しているが、傷つきやすい製品への変更
もあって、クレーム対応での現場への配送が増えてしまい、目標未達
成となってしまった。引き続きエコドライブを推進していく。

ストーブ使用時間短縮（無人点火廃止の徹底）
の取組みの実施。

水使用量の削減

製品・サービスに関する目標

トイレの漏水の影響もあり、水使用量が増え、目標未達成となってし
まった。節水の呼びかけ、啓蒙活動等を、今後も実施していく。

基準年度と比較し、受注システム改定により紙ごみが増えてきてい
る。特に、年末のごみ排出量が増え、未達成となっている。紙ごみの
裏紙使用や段ボールのリサイクルなど少しでも減らせるように３Rを
実施していく。

廃棄物排出抑制 分別の徹底による削減の取組みが図れている。

管理の推進

1件/年

6S活動の推進 ６S活動の推進 6Sパトロールを計画的に実施している。 計画通り実施出来た。

生産性向上のための金型製作、製品製作の際に無駄が出ないような材
料への変更、の２点の改善提案をした。

設備投資計画の
立案

LED照明への切り替えの実施

LED化全箇所実施予定だったが、一部箇所、残ってしまった。次年度
に切り替え実施予定。
電気代の節約だけでなく、工場内も明るくなり、作業効率も向上して
いる。

266kg-CO2/百万円
排出量：360,171kg-CO2

水使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.761
目標値△4％

0.731

ポスターの掲示等、節水の注意喚起をし取組が
図れている。

廃棄物排出量削
減

[売上高原単位]
基準値　3.10
目標値△4％

2.98

改善提案
1件/年

PRTR 法指定物質の使用なし
SDSの確実な入手と使用化学物質一覧表による
管理ができている。

256kg-CO2/百万
円

排出量：369,174kg-CO2

基準年度の売上高原単位に対して-0.3％減少した。二酸化炭素排出量
については、6.3％減少したものの売上高が6.1％落ち込んだことによ
る。

8. 環境経営計画の取組結果とその評価
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②　第二事業部

第二事業部

方針 当期目標 実施状況 評価

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.330
目標値△4％

0.317

目標に対して-39％で達成。客先対応での外出回数の減少や、年始の
健康診断をバス検診へ変更した事が使用量削減に繋がったのかと思わ
れる。今後もエコドライブを継続していく。

灯油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.00669

目標値△4％
0.00669

トラック・フォーク車運転担当者に不要なアイ
ドリングストップ、急発進・急加速をやめ定速
度走行で走行する様教育し徹底させた。
また、フォーク車・運送用トラックの走行距
離・燃料使用量をトレースして適正化を図って
いる。

基準年度時点では、暖房用に灯油を使用していたが、溶接工場である
ことや、近年の温暖化傾向、社員の意識向上もあって、現在は灯油の
使用量がゼロとなった。

二酸化炭素排出抑制

使用電力量削減
[売上高原単位]
基準値　375
目標値△4％

369

昼休みの消灯、エアコン設定温度のこまめな管
理、容接機等の設備の主電源入切管理実施徹底
している。

管理の推進
洗浄用のシンナー(キシレン・エチルベンゼン)
は品質が維持できる範囲内で使用している。

PRTR法指定物質の使用は僅かであることを把握した。

目標369に対して実績357で-3％の達成となった。上期は未達成月が多かった
が、LED照明への変更や受注量増加・平準化の影響もあって、下期以降は無理
なく効率の良い生産活動ができ、目標達成となった。今後も引き続き、溶接機
設備の電源管理の徹底、昼休み消灯、エアコンの温度管理について取り組みを
継続していく。

廃棄物排出抑制

廃棄物排出量削減
[売上高原単位]

基準値  2.45
目標値　△4％

2.35

写真表示をして分別の指導を行い徹底を図って
いる。また出入り業者に対しゴミを「持ち込ま
ない・持ち帰る」の協力を依頼した。

目標に対して-22％の達成となった。上期の前半は年末の2S活動や実
習生の帰国による退去時のごみ出し等によって、排出量が増えてし
まったが、下期についてはゴミの排出量を平均的に減らすことが出来
た。

軽油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　7.60
目標値△4％

7.30

目標に対して-27％で達成となった。これは、客先からの仕事量の平
準化の動きもあって、無駄のない動きができた結果と思われる。今後
も引き続き、合積みによる運搬効率化やドライバーへのエコドライブ
実施を取り組んでいく。

6S活動の推進 6Sパトロールの実施
月末の全体会議等で６S活動を提唱し、６S活動
継続維持に取り組んでいる。

社員一人一人の習慣化が身についている。

ムダな使用の管理を徹底した

製品・サービスに関する目標

計画通り設備の新設と更新をすることが出来た。

水使用量削減

水使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.309
目標値　△4％

0.297

蛇口をこまめに確認する等の指導をし、従業員
の節水意識の意識付を行っている。

196ｋｇ－CO2/百万
円

排出量561,791kg-
CO2

184kg-CO2/百万円
排出量　554,402kg-CO2

基準年度の原単位で-6％減少した。二酸化炭素排出量は-1％減らすこ
とが出来た。

設備投資計画
の立案

1号溶接ラインLED
支持柱ﾗｲﾝLED
1号孔明・小中梁ﾗｲﾝLED

化学物質使用量の抑制

改善提案
1件/年

製造会議の議題に取り上げ現場の課長を中心に
改善活動に取り組んでいる

溶接ワイヤー移動用の台車を作成した。
小回りの効く台車は、フォークリフトより時間短縮になる場合もあり、軽油使用量削減にも
繋がっている。

目標に対して-25％で達成となった。
朝礼等での節水の呼びかけによる啓蒙活動もあり、目標達成となっ
た。少しでも減らせるように朝礼等で節水の呼びかけや指導をしてい
く。
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第三事業部
方針 当期目標 実施状況 評価

灯油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.369
目標値△4％

0.354

適正な暖房機器の利用と適度な暖房温度の調整
を図っている。

時期的に、１１月から２月については目標未達成となったが、暖房管
理により累計では達成となった。

二酸化炭素排出抑制

使用電力量削減
[売上高原単位]
基準値　184
目標値△4％

177

飲料・手洗い時の出水量調整、漏水防止の点検
を実施している。

前期は水道管凍結、破裂による漏水があったが、今期は凍結防止ヒー
ターを厳重に巻いた効果もあり漏水などは無かった。今後も啓蒙活動
等により節水を実施継続する。

6S活動の維持・管理
パトロール6回／年

整理・整頓を中心に6S活動を展開しパトロール
を実施

整理整頓を実施し、定期的にパトロールも実施している。

化学物質使用量の抑制 防腐剤の適正使用管理 規格に沿った沿った濃度管理を実施

改善提案
1件/年

朝礼・会議等の中でまた、生産現場で教育・呼
び掛け等を行った。

ごみ削減と仕事の効率化を兼ねた、梱包資材削減　（断熱材個別包装
の廃止）などについて実施が出来た。

6S活動の推進

設備投資計画
の立案

製品・サービスに関する目標

西工場LED更新 ５月に設置完了し、目標達成。

86kg-CO2(kg-CO2/百万円)
排出量　73,459kg-CO2

110kg-CO2/百万円)
排出量89,714kg-CO2

基準年度原単位の2５％削減した。工数削減等の効率化や日々の積み
上げによる達成かと思われる。今後も引き続き継続的に活動を実施す
る。

毎月濃度を確認し適正範囲内で推移するように調整ができた。

廃棄物排出抑制

廃棄物排出量削減
[売上高原単位]
基準値　11.7
目標値△4％

11.2

廃棄物に対しては徹底した分別を実施してい
る。

木材価格高騰により、端材の利用、廃棄削減への意識が共有された作
業ができ目標達成となった。

水使用量削減

水使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.463
目標値△4％

0.444

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの機械稼働状況に応じた運転時間の
調整を実施している。事務所・工場内の昼休み
消灯及び必要のない箇所での照明の間引き等を
実施している。また、作業機械の作業状況に合
わせた運転管理を行っている。

節電活動及び作業効率の向上により、設備稼働時間や点灯時間を削減
する事ができた。また売上も増加した事により目標達成となった。

冬季時、暖気運転のみを目的とするエンジン始
動の禁止及び5分以内の燃料切り替えを実施し
ている。

顧客依頼による現場確認が減った事などによって、使用量の削減がで
き目標達成となった。

月間の給油タイミングもあり、未達成月が出てしまったが、年間を通
しては目標を達成する事ができた。

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.440
目標値△4％

0.422

フォ－クリフト運転に対し、車両離脱時エンジ
ン停止、急発進・急加速の禁止の取組は実施で
きている。

軽油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　8.77
目標値△4％

8.42
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目標に対して-80％で達成。
ストーブ消火徹底の取り組みは継続している。個人用ストーブ
を減らし、電気ヒーター化を進めた事が達成要因として大き
かった。

目標に対して-19％で達成。
工場内のLED照明移行による効果、残業時間短縮化により、電
力使用量を大きく削減出来た。
昼休み消灯、設備電源on-offについての取り組みは継続され定
着化されている。

軽油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　18.3
目標値△4％

17.6

目標に対して+11％で未達成。
基準年度と比較し、運搬業務が増えていることが影響。(社外運
搬の社内化や他工場応援等。)エコドライブの推進や合積み配
送、運搬経路の検討など、地道に節約活動を実施する。

第四事業部
方針 当期目標 実施状況 評価

目標に対して-7％で目標達成。
エコドライブの徹底をしているが、現場対応が比較的少なかっ
た事が目標達成の要因としては大きいかと思われる。
引き続き、エコドライブを心掛け節約していくように指導す
る。

二酸化炭素排出抑制

使用電力量削減
[売上高原単位]
基準値　992
目標値△4％

952

昼休みの消灯、使用していないエリアの消灯及
び待機電力(パソコン)の削減並びに機械設備の
ON-OFF活動を徹底した。

504kg-CO2/百万円
排出量301,890kg-CO2

423kg-co2/百万円
排出量　261,305kg-CO2

運航計画を作成し、合積みを行い運航回数の削
減および短距離経路になるような運航順序で運
搬を実施した。

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減
[売上高原単位]
基準値　1.36
目標値△4％

1.31

エコドライブの徹底と運転管理者を決めて保守
管理を実践した。

灯油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　2.04
目標値△4％

1.96

節油活動の実施とストーブ消火の徹底を実施し
た。また、個人用ストーブを減らし、電気ヒー
ター化を進めた。

基準年の原単位に対して19％削減。それぞれの取り組みの成果
もあり、電気使用量で22％削減出来た。

２S活動により、年末年始の廃棄物量が増えたが、年間排出量に
関しては-8％で削減となった。
ﾘｻｲｸﾙごみの分別やコピ―用紙の裏紙利用等によりごみ発生の
抑制活動を継続している。

化学物質使用量の抑制 管理の推進 今年度使用実績なし。 PRTR法指定物質の使用なし

包装、梱包方法を改善し廃棄物量を削減してい
る。
個人排出物は持ち帰ることとし、コピー用紙の
再利用を徹底した。

水使用量の削減

水使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.523
目標値△4％

0.502

朝礼等で節水の意識づけを行った。

6S活動の推進
６Sパトロール

の実施
12回/年

管理職による６Sﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施した
（結果をﾊﾟﾄﾛｰﾙ記録に記帳）

安全・品質パトロールと併せて実施し、清潔感のある工場と
なった。今後も継続して実施していく。

製品・サービスに
関する目標

設備投資計画の立
案

段階的にLED化を推進 3月にLED化を実施。

1月に冬場の凍結により漏水が発生したが、年間を通して-25％
の目標達成となった。
水道管破裂の防止対策として、寒い日は蛇口の水を出すように
し、社員への指導や見回りを継続している。節水については朝
礼等で意識付けを継続して行っている。

廃棄物排出抑制

廃棄物排出量削減
[売上高原単位]
基準値　3.04
目標値△4％

2.92

改善提案
1件/年

改善提案による効果と会社貢献度について朝礼
及び会議等で説明した。

製品への両面テープの貼り付け作業において、テープ貼り付け
機を作成し、手張りから半自動化にし、作業時間を半分に短縮
した。
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目標に対して-43％達成
休憩時の暖房用として使用。暖房設置個所から離れる際は必ず消火を
するようにしている。また、暖房設備を電気へ変更している箇所もあ
り、目標達成することが出来た。
取組み及び実施は社員への定着が得られている。

目標に対して-2％で達成。
内作化や1月前生産等、無駄を削減し効率化を進め、効率の良い電気使
用となるようにしている。
LED化の効果も出えいるかと思われる。
昼休み消灯や設備電源ONーOFFの徹底は社員に周知されている。

軽油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　51.1
目標値△4％

49.1

目標に対して-34％で達成。昨年12月に軽油使用のフォークリフトをサ
イズの都合もあり、電気使用のフォークリフトと交換したことが達成
に繋がった。
使用頻度の多いﾌｫｰｸﾘﾌﾄだったため、目標達成に大きく貢献した。

第五事業部

方針 当期目標 実施状況 評価

目標に対して+2％未達成
客先等の打合せにより外出が増え使用量が増加してしまった。
取組及び実施は活動の定着が得られている。

二酸化炭素排出抑制

使用電力量削減
[売上高原単位]
基準値　943
目標値△4％

905

事務所・工場の昼休みの消灯及びコンプレッ
サーOFFを行っており、また、必要のない箇所
を消灯する間引き照明、未使用機械の電源OFF
を徹底し実施している。

570kg-CO2/百万円
排出量310,588kg-

CO2

517kg-CO2/百万円
排出量　282,293kg-CO2

運転者に無駄なアイドリング、急発進・加速の
禁止を徹底させ実施している。また、積み合わ
せ等を考え納品回数の削減を図るような取組を
実施している。

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減
[売上高原単位]
基準値　3.94
目標値△4％

3.78

無駄なアイドリング、急発進・加速の禁止を徹
底させ実施している。また、調達・クレーム等
異常対応による使用の削減を目標に活動を実施
している。

灯油使用量削減
[売上高原単位]
基準値　1.21
目標値△4％

1.16

使用時間を設定(原則朝のみの使用)し実施して
いる。

基準原単位に対して-13％。電気使用量が-1％、軽油使用量が±0％で、
結果として二酸化炭素排出量が-13％となった。売り上げは-1％となっ
た。

目標未達成。
紙ごみの裏紙利用や水濡れした梱包ごみを乾燥させ、減量化させる
等、地道な努力を継続し実施していく。

化学物質使用量の抑制 管理の推進
化学製品についてはSDSにより確認し管理して
いる。

PRTR法指定物質の使用がなく該当しない。

分別ゴミ入れを設置し再利用可否の分別含めた
分別の徹底を図っている。

水使用量削減

水使用量削減
[売上高原単位]
基準値　0.149
目標値△3％

0.145

朝礼や会議等で垂れ流しの防止等節水を呼掛け
節水意識の高揚を図っている。

6S活動の推進 6S活動の推進
週末の就業30分前清掃の実施。
改善につながる２S活動の実施。

取り組みは継続して実施している。

製品・サービスに関する
目標

改善提案
1件/年

朝礼及び会議等で説明積極的参加を促した。
溶接治具の改善提案を2件出した。1つの治具で2つの製品を作っていた
ところを治具を分割し、個別に溶接できるようにした。溶接治具のポ
カヨケ対策用の治具を製作した。

目標に対して+5％で未達成。
飲料用冷水器の給水ホースからの漏水が影響し目標未達成となってしまったかと思う。
節水の呼びかけ等、節水活動の徹底は実施し、節水意識は社員に身についている。

廃棄物排出抑制

一般廃棄物排出量
基準量：3,920ｋｇ

7.98(△4％)
売上高原単位
（kg/百万円）

2020年度上期基準

設備投資計画の
立案

昨年時に延期となっていた第二製造課のLED化
は5月に実施できたが、今季予定していたＬＥ
Ｄ証明の導入（溶接建屋定盤・レーザー10基）
は延期となった。

昨年延期となっていた第二製造課のLED化は実施できたが、定盤、レーザー10基の建屋につい
てのLED化は延期となってしまった。工場が明るくなり、電気代も節約となるため、全箇所
LED化を少しでも早くなるよう推進していく。
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⑥　本社

目標に対し、+9%となり未達成となった。
空調の使用時間短縮や温度設定により電気使用量を抑えるようにし、不在箇所消灯や昼
休み消灯についても実施をしている。また、OA機器についても省電力設定を活用して
いる。目標は未達成となったが、節電活動は各社員に身についている。

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減
基準量　16,748ℓ
(基準量2019年上

期)
目標値△4％

16,078ℓ

目標に対し、-21%となり達成となった。
出来るだけ不要なものは購入しないように、よく検討をして購入、使いま
わせるものは事業部への声掛けをする等３Rの実施をした効果かと思われ
る。今後も引き続き、３Rによりを廃棄物量を減らす活動を実施する。

52,756kg-CO2

本社
方針 当期目標 実施状況 評価

基準排出量に対し、4％減少した。使用電力量においては4％増加
してしまったが、二酸化炭素排出量の約7割を占めるガソリン使
用量については7％減少することができた。

水使用量削減

水使用量削減
基準量　202㎥
目標値△3％

194㎥

手順書を基に継続的活動を実施。手順書を見え
る箇所に張り付け、啓蒙活動を実施した。

目標に対し、+29％となり未達成となった。
夏場での水まきや冬場の加湿器使用、ｺﾛﾅ対策によるコマメな手
洗いによる水使用、影響もあるかと思われる。
手順書の再確認やポスター張替えにより節水意識を向上させ、水
使用量を抑えるようにする。

"ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ10のすすめ"ポスターの掲示による啓
蒙活動を実施。また、社有車のタイヤの空気圧
の点検、不要な荷物の荷下ろし、燃費の把握、
等を定期的に実施した。

目標に対し、-3％となり達成。
タイヤの空気圧や適正なタイヤ溝のチェック、不要なものは乗せないなど
の等の車の管理を実施している、また、ポスター掲示によりエコドライブ
の啓蒙活動を実施している。今後も引き続き、車の管理とエコドライブに
よりガソリンの節約活動を実施。

灯油使用量削減
基準量　331ℓ
目標量△4％

270ℓ

手順書を基に継続的活動を実施。また、温度計
を活用し、ｴｱｺﾝ同様に温度管理によるｽﾄｰﾌﾞ使
用時間の短縮を実施した。

目標に対し、-15%となり目標達成。
ストーブ着火後に火力を調整し、不要な燃料の使用を抑えてい
る。また、暖かい日中はストーブの電源をOFFにする等して使用
時間を短縮している。今後も引き続きコマメな温度管理、電源管
理を実施する。

排出量　52,791kg-CO2

二酸化炭素排出抑制

使用電力量削減
基準量　31,971ｋｗｈ

目標値　△4％
30,692kwh

不在箇所消灯による節電活動と日々の活動による意識付けを実
施。
また、温度管理やONOFFタイマー機能の活用によるｴｱｺﾝ使用
時間の短縮。それ以外にはOA機器の電源管理を実施し、機器の
使用状況に合わせた節電活動を実施した。

廃棄物排出抑制

廃棄物排出量削減
基準量　2,652kg

目標値△4％
2,546kg

手順書を基に継続的活動を実施。手順書を見え
る箇所に張り付け、啓蒙活動を実施した。
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第一事業部 第二事業部 第三事業部 第四事業部 第五事業部 本社

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合 合 合 合 合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合 合 合 合 合 合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合 合 合 合 合 合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合 合 合 合 合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合 合 合 合 合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合 合 合 合 合

該当事業部　生活排水のみの排出であ
り工場用水等の排出はない。
第四事業部　2015年4月より使用開始

○

第一事業部については公害防止統括責
任者・公害防止管理者、選任届出済
み。

9.‐1 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

適用法規 対象設備
該当事業所

遵守状況

○

特定工場における公
害防止組織の整備に
関する法律
「公害防止組織法」

騒音・振動発生施設
機械プレス100ｔ以
上

〇

本社・該当事業部の浄化槽は専門業者
と保守点検業務委託契約を締結し11条
検査等法定検査及び保守点検・清掃を
定期的に実施している。

○
下水道法 下水道施設(生活排

水)

○ ○

浄化槽法 浄化槽
○

一般廃棄物
産業廃棄物 ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

全ての事業部とも化学物質については指定化学
物質の含有等を管理している。SDS等で確認さ
れた指定化学物質の取り扱っている事業部にお
いては入出庫数量等の管理及び在庫管理がなさ
れている。
第二・第三事業部の指定化学物質の年間使用料
は少量でありPRTR法の届出は対象外である。

○

本社・全ての事業部において廃棄物保
管場所の表示及び廃棄物の管理がなさ
れている。産廃においては委託契約
（収集運搬・処分)も締結しており、マ
ニフェストも適切に交付されていて県
知事にも届出がなされている。又、産
廃の委託契約先(中間処理場)の確認も
実施されている。

自動車リサイクル
法

社用車
乗用車(バンを含む)
トラック

○ ○ ○ ○

廃棄物処理法

自動車については更新時、ディーラー
又は取引先の引取業者へ引き渡してい
る

化管法(PRTR法) 指定化学物質
・溶接前処理洗浄用シン
ナー(エチルベンゼン・キシ
レン)
・木材用防腐剤(ビフェント
リン)

- 〇 〇 - -

高濃度PCB廃棄物は2017年1月に全てを処理
済みである。低濃度PCB廃棄物は遮断機1
台、ﾄﾗﾝｽ1台、ｺﾝﾃﾞﾝｻ1台、があり、県知
事への状況報告書を届出してある。

エネルギーの使用
の合理化に関する
法律（省エネ法）

会社全体使用総量 当社の1年間のエネルギー使用量
原油換算値　　806kℓ

PCB特措法 トランス・コンデン
サー類 ○

○ ○

九都県市条例 トラック
(九都県市乗入れ)

○

九都県市に乗り入れするトラックは
Nox・PM法適合車で九都県市指定低公
害車証を貼付している。

栃木県生活環境の
保全等に関する条
例
〔騒音関係〕

機械プレス30ｔ以上
空気圧縮機及び送風
機7.5kw以上、他

○ ○ ○

全ての事業部おいて特定施設設置・使
用届がなされている。
又、定期的な工場周辺の見回りを実施
しており、周辺住民及び環境関係機関
からの苦情・要望等はない。

全ての事業部おいて特定施設設置・使
用届がなされている。
又、定期的な工場周辺の見回りを実施
しており、周辺住民及び環境関係機関
からの苦情・要望等はない。

栃木県生活環境の
保全等に関する条
例
〔振動関係〕

機械プレス
空気圧縮機及び送風
機7.5kw以上、他

○ ○ ○ ○
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第一事業部 第二事業部 第三事業部 第四事業部 第五事業部 本社

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合 合 合 合 合

〇 〇 〇

〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕 〔合否〕

合 合 合 合 合 合

顧客との基本取引契約の環境配慮
条項等で顧客からのクレームは無
い

適用法規 対象設備
該当事業所

遵守状況

顧客等との環境に
係わる取り決め、
契約等

特定化学物質障害
予防規則
「労働安全衛生法」

金属アーク溶接等屋
内作業取扱い事業所

該当事業部ついて、適切に遵守さ
れている。

フロン排出抑制法 業務用空調機器
○ ○ ○ ○ ○

機器の設置の状況確認及び外観・
運転確認等で異常個所はない

○
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2021年10月18日に遵守状況をチェックした結果、環境関連法規への違反は

ありませんでした。

なお関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありません。

また、訴訟等も同様に1件もありません。

・見直し・指示事項

9.-2　違反、訴訟等の有無

10.　代表者による全体評価と見直しの結果

項目

環境経営方針

変更の必要性の有無

変更の必要性なし

変更の必要性なし

変更の必要性なし

変更の必要性なし

環境経営目標及び環境経営計画

実施体制

環境経営システム

・二酸化炭素排出量について各事業部で内訳の8割を占めている電気使用量は、売上高原単
位目標で本社を含む６部署のうち、3部署で達成、3部署で未達成となった。原単位での目標
となる為、より効率の良い生産が必要となり、その為には、環境経営目標に掲げている改善
提案や省エネ性能の高い設備導入が必要となる。改善提案については、各事業部で課長や係
長が中心となって活動をし、時間短縮や効率化が図られ、電気使用量の削減につながってい
る。設備計画として中期目標に掲げていたLED照明導入については、水銀灯からの切り替え
が進み、節電に寄与している。一部、未実施箇所はあるが、これらの箇所についても次年度
以降に切り替えを進める。
・廃棄物排出量に関しては一般廃棄物、産業廃棄物の合計ついて、絶対値においては昨年に
続き、過去一番少ない排出量となった。各事業部、3Rを十分に踏まえ、分別を徹底して進め
てきた成果といえる。
・水使用量に関しては売上高原単位の目標で、3部署で達成、3部署で未達成となった。半分
の部署で未達成とはなったが、絶対値においては昨年より水使用量を減らすことが出来た。
凍結による管破裂の被害が対策により減った点や、節水意識の向上がなされている点による
ものかと思われる。
・内部監査については第四事業部に不適合箇所があった。「緊急事態の訓練記録」の未実施
によるものだが、監査後の翌月に実施をし、他の事業部同様に適合となった。
・環境関連法規に関しては「環境関連法規等チェック表」により都度チェックを実施し法令
を遵守している。今後も法令違反等がないように情報収集や確認を怠らないようにする。
・2021年度は中期環境目標の最終年度となるが、今後も引き続き、環境経営方針のもとに
CO2削減、3Rの取り組み、6S活動の推進、設備更新による省エネ性向上、環境関連法規遵守
の取り組みを継続する。
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